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巻頭言

　石川県病院薬剤師会会員の皆様、令和 ５年 ５月の第73回定例総会にて、会長に就任しました石川県済
生会金沢病院の森戸です。本紙面をお借りしまして、一言ご挨拶を申し上げます。
　会長就任にあたり、あらためて石川県病院薬剤師会のあゆみを振り返るべく、「創立50周年記念誌（石
川病薬ニュース103号）」（平成14年／ １ 月発行）を読みかえしました。石川県病院薬剤師会は、今から
72年前の1951年11月の第 1回総会において設立されました。日本病院薬剤師会の前身である日本病院薬
剤師協会が1955年設立と記録されていますので、石川県病院薬剤師会は ４年も早く設立されていたこと
になります。そして、現在でも開催されている学術研修会は、設立の翌年である1952年に第 1回が開催
され、現在までに通算172回の研修会が行われています。その中には「三者合同例会」のように、製薬
企業、医薬品卸、病院薬剤師の三者が席を並べて、知識と懇親を深める全国的にも例が少ない合同研修
会も開催されてきました。石川県病院薬剤師会のあゆみを振り返ることで、設立当初からの学術分野に
かける情熱や職能団体間の連携にかける思いを感じ取ることができました。
　2020年 １ 月に国内最初の新型コロナウイルス感染症患者が確認されてから ３年余り、未知の感染性疾
患の脅威にさらされることで、我々を取り巻く生活が一変しました。この期間、病院薬剤師会としても
様々な事業が制限され、崔吉道前会長をはじめ執行部の皆様には非常に難しい舵取りを迫られたことと
推察いたします。その状況下、全国的にも、極めて早期にｗｅｂ会議サービスを活用した研修会を取り
入れて、県下会員の自己研鑽の体制を確立したことや、様々な助成制度を臨時的に取り入れて会員の福
利厚生をはかるなど、様々な事業を実現されてきたことに、感謝の気持ちをお伝えしたいと思います。
　コロナワクチンの普及や治療薬の登場、国内の感染状況の沈静化により、令和 ５年 ５月 ８日を以て、
新型コロナウイルス感染症の分類が ５類に変更となりました。少しずつではありますが、社会生活もさ
まざまな所で、コロナ前の状態に戻りつつあります。今後は、これまで制限されていた石川県病院薬剤
師会の研修会やイベントなども、状況を確認しながら感染対策を講じた上での対面開催も計画して参り
ます。一方、ｗｅｂを活用した会議や研修会などは、南北に長い石川県に在籍する会員にとって、距離
的及び時間的な制約を少なくする優れたツールだと思います。そこで、今後の事業開催にあたり、各事
業の趣旨を勘案して、対面開催、ｗｅｂ開催及びハイブリット開催などの方法を検討し、参加者のニー
ズに応えられるように事業を再構築したいと考えています。石川県病院薬剤師会の全会員が関心を持っ
て、各事業にご参加いただけることを願っています。
　今年度秋には、日本病院薬剤師会・北陸ブロック学術大会が開催予定です。今回は、石川県病院薬剤
師会が幹事担当として、準備を進めて参ります。あらためて開催案内や演題募集をお知らせいたします

石川県病院薬剤師会　会長
石川県済生会金沢病院　薬剤部長　　森　戸　敏　志
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ので、奮ってご参加下さい。
　2024年春には、診療報酬が改定（介護、障害福祉サービス等報酬との同時改定）され、第 ８次医療計
画や、医師の働き方改革が実施されます。さらに、新型コロナ感染症拡大下で足踏み状態だった、地域
医療構想の今後の行方も気になります。地域包括ケアシステムの中で病院同士や病院と保険薬局がシー
ムレスに連携し、患者の療養する環境に合わせて情報連携できることが望ましいと考えます。会員の皆
様からご意見をいただき、これら様々な課題に取り組んでいきます。是非ともご意見などをお寄せいた
だけますようお願いいたします。
　最後になりますが、令和 ５年 ５月 ５日に珠洲を震源とした大規模な地震がありました。この原稿を作
成している ５月下旬においても、散発的に地震が観測されており、不安な日々を過ごされている方もい
らっしゃると推察いたします。一日も早く、安心して生活できる日が来ることを願っております。
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